








目的 

昨年度までは,1 才 6 か月児について竹内らの考案した BA│AB のう蝕罹患状態の組み合わ

せから,Ⅰ型,Ⅱ型,Ⅲ型の 3つに分類したう蝕罹患型による予後について検討し,その有用

性を認めた。 

そこで,本年度は,この判定法が,1 才 6か月のみならず,1 才児,2才児,2.5 才児においても

利用しうるか否かについて知ろうとした。また,補助的診査法としてのう蝕活動性試験の併

用を検討する前提として,野外において幼児のう蝕活動性試験の結果による口腔環境の特

性を知ろうとした。 


